
裁判員等経験者の意見交換会（令和７年１０月９日（木）開催）
大津地方裁判所にて裁判員等経験者４名と法曹三者（裁判官・検察官・弁護士）との意見交換会を実施しました。
その中で、裁判員等経験者からいただいたご意見・ご感想等を一部ご紹介します。

選任されたときの気持ち
・試験を控えていた時期だったが、
これも勉強かなと思って参加した。
・絶対選ばれないと思っていたから驚いた。
・刑事裁判に興味を持っていたので
選ばれてうれしかった。
・裁判員の制度については知っていたので、
当たったときはそわそわした気分だった。

法廷での審理について
・本物の法廷だ！と感じた。
・被告人が入ってきたとき、生身の人間の
人生を左右する責務の重さを感じた。

・検察官が一般的な言葉で説明してくれる
ので知識がなくてもわかりやすい。

・審理が思ったより短く、休憩も多かったので、
身体的な負担はなかった。

評議について
・意見を出せるように裁判官が配慮してくれた
ので話せた。
・見ず知らずの人と議論することには不安が
あったが、何日も顔を合わせていると
だんだんと言えるようになった。
・難しい判断について葛藤したし、議論が白熱
したときもあった。
・裁判官がわかりやすく話してくれるので不安
はなかった。
・事実と証拠のみに基づいて裁くので、
いかに公平に見るかが難しかった。

裁判員等を経験して
・体験できて貴重だった。
・模擬裁判と全く異なる空気感であったことが
印象的だった。
・裁判への民意の反映に貢献できたと感じた。
・時間に余裕があったため、負担は想像よりも軽かった。
・刑事裁判の報道に触れる際、事件の背後にどのような事情
があったのかというところまで気持ちが及ぶようになった。
・裁判では、証拠に基づいて裁かれるという実感を得た。
・法治国家で生きる幸せを感じられた。
・参加できる機会があるならぜひ参加してほしい。

ご参加いただいた皆様、貴重なご意見・ご感想をありがとうございました！
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